
特集Ⅰ　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
の
裏
金
疑
獄
事
件
が
岸
田
政
権
を

大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
。
岸
田
首
相
は
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
四
日
、
裏
金

疑
惑
を
受
け
て
い
る
松
野
博
一
官
房
長
官
ら
四
閣
僚
を
事
実
上
更
迭
し
た
が
、
東

京
地
検
特
捜
部
は
自
民
党
の
安
倍
派
と
二
階
派
の
各
事
務
所
の
強
制
捜
査
に
乗

り
出
し
た
。
今
後
、
会
計
責
任
者
お
よ
び
数
多
く
の
国
会
議
員
が
捜
査
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
毎
日
新
聞
の
世
論
調
査（
一
二
月
一
六
、
一
七
日
実
施
）で
は
、

内
閣
支
持
率
が
一
六
％
、
不
支
持
率
が
七
九
％
、
自
民
党
支
持
率
も
一
七
％
と

な
っ
た
。
政
権
末
期
の
病
態
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
岸
田
政
権
に
不
満
を
持
つ
国
民
世
論
が
高
ま
る
中
で
、
二
〇
二
三

年
一
〇
月
二
二
日
、
参
院
徳
島
・
高
知
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
市
民
と

立
憲
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
が
政
策
合
意
し
、
国
民
民
主
党
が
支
援
し
た
広

田
一
氏
が
圧
勝
し
た
。
広
田
氏
は
、
高
知
新
聞
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
、
与
党
支

持
層
の
三
割
前
後
、
無
党
派
層
の
八
割
か
ら
票
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
投
開

票
が
行
わ
れ
た
衆
院
長
崎
四
区
で
立
憲
民
主
党
候
補
が
接
戦
を
演
じ
、
同
日
投

開
票
の
地
方
選
で
も
、
埼
玉
県
所
沢
市
長
選
で
現
職
与
党
候
補
が
敗
北
し
、
宮
城

県
議
選
で
自
民
が
苦
戦
し
た
。
市
民
と
野
党
の
共
同
が
岸
田
政
権
に
対
す
る
国

民
世
論
の
大
き
な
不
満
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
泉
代
表
は
、
次
の
衆
院
選
で
共
産
党
と
候
補
者
調
整
す
る
こ
と

を
否
定
す
る
発
言
を
し
て
い
た
が
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
七
日
に
は
市
民
連
合
の

要
望
書（
本
誌
二
三
頁
掲
載
）に
立
憲
野
党
が
合
意
し
、
市
民
と
野
党
の
選
挙
共
闘

の
再
構
築
へ
大
き
な
一
歩
が
築
か
れ
た
。

　

岸
田
政
権
は
、
安
保
三
文
書
を
改
定
し
て
安
保
政
策（
専
守
防
衛
）を
大
転
換
さ

せ
、
日
本
が
専
守
防
衛
の
も
と
こ
れ
ま
で
保
有
し
な
か
っ
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
を

保
有
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
％
を
は
る
か
に
超
え
る
二
％
以
上
と
な
る
よ
う
軍
事
費
を
五

年
間
で
四
三
兆
円
も
注
ぎ
込
む
こ
と
と
し
た
。
こ
の
大
転
換
は
、
増
税
と
社
会

保
障
の
削
減
を
余
儀
な
く
し
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
で
生
活
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
人
々
を
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
苦
し
め
て
い
る
。

　

自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
疑
獄
事
件
に
よ
り
、
岸
田
政
権
が
倒
れ
る
可
能
性
が

生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
岸
田
政
権
が
倒
れ
て
も
、
安
保
政
策
を
大
転
換
し
大

軍
拡
を
進
め
る
「
岸
田
政
治
」
そ
の
も
の
を
終
わ
ら
せ
な
い
限
り
、
国
民
の
命
と

生
活
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
岸
田
首
相
の
首
の
す
げ
替
え
で
は
な
く
、
大
軍

拡
政
治
そ
の
も
の
を
終
わ
ら
せ
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
実
現
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　　

本
特
集
で
は
、
岸
田
政
治
の
特
質
と
そ
の
政
治
が
国
民
の
命
と
生
活
を
ど
こ

に
導
く
の
か
を
渡
辺
治
さ
ん
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
担
う
の
は
市
民

と
野
党
の
共
同
で
あ
る
こ
と
を
福
山
真
劫
さ
ん
、
そ
し
て
、
広
範
で
豊
か
な
市
民

運
動
の
芽
が
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
菱
山
南
帆
子
さ
ん
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
を
語
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
方
々
に
お
願
い
し
て
珠
玉
の
原
稿
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
新
年
号
の
特
集
が
、
草
の
根
か
ら
市
民
運
動
が
広
が
り
、
市

民
と
野
党
の
共
同
が
築
か
れ
、
大
軍
拡
政
治
を
大
き
く
転
換
し
て
新
し
い
政
治

を
実
現
す
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
　
南
　
典
男
）

岸
田
政
治
を
大
転
換
し
、新
し
い
政
治
へ

│
│
市
民
と
野
党
の
共
同
の
再
構
築
を
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